
氏名 所属 職名

電話

責任
者

資格 資格

核種 三態 核種 三態

承認番号

持ち込み

持ち込み 備考

持ち込み 備考

使用 備考

使用 備考

使用 備考

使用 備考

注１: 現在、930課題に関して、通年採択は行っていません。ご了承ください。
注２: 8時00分－20時00分をシフト１、20時00分－8時00分をシフト２とする。 　
注３必要な場合には各欄について詳しい説明をwordまたはpdfファイルで提出して下さい。

化合物(薬剤) 特記事項払い出し先

クラス

数量 化合物(薬剤) 払い出し先

録

IASOへの登録

核種

特殊装置の利用(注3)

放射線発生装置

エネルギー

備考

標的またはビーム停止箇所(注3)

三態 持ち出し

加速粒子 最大ビーム電流種類

シフト/時間

マシンタイム割当日に関する希望

回数

国際交流枠

財源等

第 回　サイクロトロン共同利用申込書　【様式1-1】 受付番号

優先枠 有償枠 RIPF

課題申込責任者
E-mail

.

氏　名

以前採択された課題がある方は以下も記入(継続または関連する課題がある場合は、その課題について。昨年度でなくても良い)

身　分

受付番号 Annual reportの提出 研究報告会での報告

所　属

課題申請枠 (※930の場合は、2シフト/日とする。HM12の場合は、時間数を記入。)　(注1,2)

通常枠

.

身　分

実験参加者

氏　名

新規/継続

研究課題

所　属

放射性同位元素の生成(注3)

数量

センターの承認

動物実験

高圧ガス

放射性物質

その他

寒剤

ビームコース

実験課題名

特記事項

化学薬品/特定化学物質

クレーン 免許

安全講習の受講

電気工事 免許

レーザー

物質名 放射化

選択肢リスト（作業用）

正

副

センター内対応者

IASOへの登録

実験課題名

matsuda
ノート注釈
現在の実施回数を記入ください。共同利用課題募集の通知で確認出来ます。

matsuda
ノート注釈
受付番号は記入しないでください。

matsuda
ノート注釈
課題申込責任者は、原則東北大学職員であること。

matsuda
ノート注釈
実験責任者及び参加者(見学を除く)は、本センター放射線取扱有資格者であること。
実験副責任者は、院生でも可。

matsuda
ノート注釈
本申請で中心的な役割を担う方を書いてください。
実際に実験に参加された方については、全員必ず運転申込書の方に記入ください。

matsuda
ノート注釈
実験責任者及び参加者（見学を除く）は、本センターの「放射線取扱有資格者」であることが条件となっています。
登録済みの方は「⚪︎」、未登録の方は「×」、見学の方は「見学」を選択ください。

matsuda
ノート注釈
複数回実験する場合は、実験を行う順に必要なシフト数または時間を「＋」で区切って列挙してください。
(例: 2+3+1+2)

matsuda
ノート注釈
通常枠で１シフト内に(午後8時までに)実験が終わる場合は記入する必要はありません。それ以外の場合は財源等を記入する必要があります。

matsuda
ノート注釈
実験を希望する時期等を記入ください。収まりきらない場合は次頁の「実験計画」に書き、その旨をこちらに記入ください。


matsuda
ノート注釈
複数の粒子を加速する場合は、代表的なものを一つ記入し、詳細を次頁の「実験計画」に記入ください。

matsuda
ノート注釈
複数の標的を使用する場合は代表的なものを一つ記入し、詳細を次頁の「実験計画」に記入ください。

matsuda
ノート注釈
ビームを照射したものを持ち出す場合は「有」にしてください。

matsuda
ノート注釈
放射化物が発生する場合は「有」にしてください。

matsuda
ノート注釈
CYRIC側で記入します。
空欄のままでお願いします。

matsuda
ノート注釈
新規の場合は、直近の採択された課題についてお書きください。



第 回サイクロトロン共同利用申込書 [様式 1-1] 受付番号：

研究課題：

課題申込責任者：

研究の概要

研究の背景	

前回までの研究の結果

実験計画

本課題による研究成果、新規課題の場合は関連する成果

matsuda
画像

matsuda
画像

matsuda
画像


	form-n1-1b-template.pdf
	form-n1-1-tem-rev20190302.pdf

	研究の概要: これまでにない独創的な研究を行う。
サイクロトロンで様々な粒子を加速し、様々な原子核反応の測定を行うことにより、
宇宙の歴史を明らかにする。反応で生成された放射性同位体は
工学、環境科学および医療の分野で有効活用される。
以上が概要である。
	研究の背景: 右図に示す地球には、大小様々な加速器がある。
先行研究では、加速器のための加速器による...が行われてきた。
この中で...ということが明らかにされたが、
いまだ...という問題が未解決である。
本研究では、この点に焦点をあてて...を明らかにする。
	前回までの研究の成果: 金は天下のまわりものというが、
地球上での存在比を確かめるべく...の測定をおこなった。
測定結果を右図に示す。図中の存在比から、
金は....ということが判明した。
ただし、...を解決する必要があることもわかった。 
	本課題による研究成果: これまでに行った関連実験の結果は、
CYRIC Annual report 198Xにて成果を報告した。
CYRIC Annual report 199Xにて成果を報告し、最優秀....賞を受賞した。
CYRIC Annual report 201Xにて成果を報告し、....賞を受賞した。
	実験計画: 70 MeVの陽子ビームを金のたまごに照射し、
散乱陽子と反跳炭素12を検出する。
( 1) 加速
サイクロトロンの磁場分布を右図に示す。
この磁場分布を実現し70 MeVまで陽子を加速する。
(2) 測定装置
実験室に高分解能スペクトロメーターを設置する。
設置作業に3ヶ月要する。焦点面には炭素12の
4元運動量を測定できるガス検出器、半導体検出器を
設置する。
(3) 放射性同位体の生成
照射した金のたまごから放射性同位体を抽出し、
工学、環境科学および医療の分野で有効活用する。

以下に必要なシフト数を示す。
測定時間　(計4シフト)
加速調整:  12時間 (1シフト)
実験:         36時間(3シフト)
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